


















はじめに 

障害児の早期発見のシステムについては,我が国においても様々な試みが成されるように

なり,現在の乳幼児健診の中に取り入れられるようになった。我々は,昨年の本班会議にお

いて,栃木県において行ってきた運動障害,聴覚障害の早期発見の試みについて報告した。

本年は発達障害児の早期発見と治療に対する試みとして,感覚統合アプローチを用いるこ

とを考え少数ではあるが,保健所及び大学,関連施設の外来患者において実施しはじめてい

る。今回は,臨床応用にあたっての感覚統合(SI)療法の紹介と問題点について述べたい。 


